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新潟県立村上中等教育学校長 吉井 裕也

質問教室の様子（左から、１年１組英語、３年１組理・社、５年２組数学）

県立学校は、3月2日から臨時休業に入り、4月6日以降7日間授業日があっただけで、5月8日（金）に至るまでほ

ぼ２か月間、登校禁止の状態が続きました。ご家庭におかれても、お子さんの学習の遅れや心身の健康について

ご心配のことと拝察いたします。学校としては、県教育委員会の指導に従いながら、授業再開に向けて可能な限

りの対応を取ってまいりたいと考えておりますので、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

さて、5月7日付けの県教育委員会の通知により、5月11日（月）以降週１回程度の分散登校が認められました。

5月13日（水）の分散登校では、各教科ローテーションを組んで、「質問教室」を実施しました。登校した生徒

たちは、久し振りに会った級友との交流もそこそこに、皆課題の振り返りに集中していました。いずれの学年も、

体調面で不安を訴える生徒はなく、出席状況も通常の授業日同様でした。

保健部を中心に、コロ

ナウイルス感染予防の取

組をしています。登校時、

下校時にはしっかりと手

洗いするよう指導すると

ともに、質問教室後に清

掃時間を設け、机やドア

の取っ手などを清潔な布

で拭き取らせています。

生徒玄関に置かれた可

憐な花々が、久し振りに

登校した生徒たちを出迎

えました。

各教室とも、下図（５月１日付け文科省通知による）に基づいて座席を配置し、生徒相互の距離を確保しました。


